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平成３０年度第１回東成区区政会議 子ども・教育部会 

 

１ 開催日時 平成30年６月20日（水） 19時27分から20時21分まで 

 

２ 開催場所 東成区民センター大ホール 

 

３ 出席者の氏名 

 【委 員】 

田中 良和（議長）、池田 カヅ子、末光 京子、茶谷 儀夫、東方 宏祐、永門 武

志、鍋田 仁史、藤井 宣昭 

 【東成区役所】 

  井上 徳久（まちづくり担当課長）、松穗 好純（まちづくり・教育支援担当課長代理）、

大野 孝文（児童・保健担当課長代理）、石野 靖子（保健福祉課担当係長）、太田 

全昭（市民協働課担当係長） 

 

４ 委員に意見を求めた事項 

平成29年度東成区運営方針の振り返り等について 

 

５ 議事内容（発言者氏名及び個々の発言内容） 

【田中議長】  皆さん、こんばんは。改めまして、議長の田中でございます。後ほど、

また発表というのがございますので、忌憚のない意見をお出しいただきまして、スムーズ

に進みますよう、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 この部会は、教育環境と子育て支援の充実にかかわって、皆様方がご意見や提案を述べ

る会議ということになっております。先ほどもございましたが、部会の５０分間のうち、

初めの４５分は勉強会です。その間は議事の記録はせず、各課長さんがおられますが、説

明と自由な意見交換の時間とさせていただきます。そして最後の１０分間で部会の意見の

集約をします。 

 それでは、勉強会を始めます。よろしくお願いいたします。 

 

＜部会での自由な意見交換＞ 
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【田中議長】  ちょっと申しわけございません。時間が来ておりまして、私、次、まと

めないといかんので、ご協力のほう、よろしくお願いいたします。 

 まず教育環境につきまして、学校との連携強化と、ここで、平和学習等６年生の生の声

が聞きたいなというような意見で、我々、まとめさせてもらってよろしゅうございますか

ね。 

【末光委員】  これ、無記名じゃなくて、設問だけでいいんです。名前はなくて。 

【田中議長】  アンケートは無記名でしょう。アンケートは無記名で何も書いてないや

つでいいでしょう。 

【末光委員】  無記名ってそういうこと。名前がない。 

【田中議長】  名前もないし、丸つけたものもない。 

【末光委員】  回答用紙じゃなくて、設問用紙だけでいい。 

【田中議長】  設問用紙だけ。アンケートはね。設問用紙だけ。６年生の生の声という

のは、生の声は書いてもらわないと。 

【永門委員】  書いてもろうたやつの。 

【田中議長】  それは匿名で、学校名もなしでいただく。 

【永門委員】  どんな意見があるのか。 

【田中議長】  見せていただく。 

【末光委員】  それも見せてもらうの。 

【田中議長】  見せてもらうんか。生の声がやっぱり知りたいというのがあったので。 

【永門委員】  せっかく平和学習をやっているのに。 

【末光委員】  それはこれからですよね。 

【鍋田委員】  語ってくれた人に対してもフィードバックせないかん。 

【田中議長】  フィードバックするためにね。 

【鍋田委員】  こんなええ話ありました。こんな感動してはりますよと子どもたちに伝

えることが大事。 

【末光委員】  それはこれからですよね。次にそういうふうにしてもらう。 

【田中議長】  それは、今回はとってないからね。 

 じゃ、生の声を講師の先生、講師の方というんですか。その人にこういうふうな意見が

ございましたというのを言うていただくというようなので、アンケートをとってもらった

らどうでしょうかというのでよろしいですか。 
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【東方委員】  この語り部、もう今までの戦争体験者しか話をしてないよね。その戦争

体験者のその話を聞いて、また語り部をつくるということは考えられないですか。そうせ

んと、必然的に年をとってくるんやから、誰も語る人がなくなってきますわね。だから、

そういうのを聞いて、次の人がそういう十分聞いたやつを語っていく、そういうことをせ

んと、あくまでもそれだけで終わるのやったら、もう見えている、先が見えてますね。お

らへんから。 

【田中議長】  どっかで中学生がやっていましたね。おばあさんから聞いたのを…。そ

れを中学生が小学生に言うてるのがあったね、どこかで。 

【東方委員】  せっかく語っていただいたことを記録に残して、そういうものをまた違

う、我々も戦争知らないんですけども、そういうことを語っていく人も必要になってくる

んちゃうかなと。 

【田中議長】  こっちの学校との連携のほうは、アンケート、１００％というのを、１

００％とか６０何ぼとか、すごく上がっているけれども、どのようなアンケートなのか内

容がわからないので、内容をちょっと確認したいと。よろしいでしょうか。 

 小学生と生の声をフィードバックするために、語り部に返すためにも、ちょっとあった

ほうがええんじゃないでしょうか。 

 土曜授業はどうします？ これは教育委員会が決めるから、あまり。 

【井上課長】  区役所は受け身になるので。 

【田中議長】  区役所では。 

【末光委員】  こういう会でこういう意見がありましたというのは。 

【井上課長】  ですから、申し伝えておきますよということはもちろん。主動的にこう

しますというのができないということです。 

【末光委員】  それは無理ですよね。働き方改革がある。 

【田中議長】  子育て支援に行きますよ。子育て支援。検討事項ということで、ステッ

カーの大きさ等考えてもらうという。それと、メリット、登録者を増やすためには、メリ

ットの充実でいいですか。リーフレットも、小児科へ置いてもらったり、大分努力はして

いただいているので、アピールは、我々、前から言うてたアピールはできんかなと思って

おります。 

【末光委員】  またそれも載せてもらう。 

【田中議長】  資料、最初にもらわなかったかな。 
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【大野課長代理】  あれは、すくすく・つながるクラブのリーフレットやったんですけ

ど、委員がおっしゃってるのは、そのリーフレット以外に、子育て層にお配りしているも

のやというふうに理解させていただいていますので、またそれは次回。 

【末光委員】  まとまりました？ 

【田中議長】  まとまるもまとまらんも。 

 茶谷さん、最後にどうぞ。 

 はい、言います。乳幼児、要するに、区民へ配付した冊子の見本。 

【末光委員】  アンケートの設問や。 

【田中議長】  これもアンケート。 

【末光委員】  ６０何％やから。すごい細かく割られているんや。こっちは１００点に

なってん。 

【田中議長】  設問ね。こっちもアンケートの設問。あと１分しかないんやけど。 

【東方委員】  メリットてね、充実したらいいのわからへんから、メリットを増やすに

は商店街さん相手にもっと働きかけて、それでやらんと、ただ単に充実やったらあんまり

増えへんわ。 

【田中議長】  そうですね。 

【東方委員】  商店街さんに協力をお願いせんと。 

【大野課長代理】  東成区の、区商連さんという団体さんがございまして、そちらの区

商連さんのほうに、商店街の店舗を構えておられる方が加入されておられますので、今ち

ょっと調整はさせていただいています。 

【田中議長】  割引の商店ぐらい。商店ぐらいしかないんですかね、商売人ぐらいしか。

例えば地下鉄やったら半額になるとか、そんなんないわな。 

【東方委員】  それは民間やからしてくれない。 

【田中議長】  例えば区の施設いうたって、そんなんあらへんもんね。ここのセンター、

安く借りれるとか。 

【東方委員】  神路公園の何や運動場がありますでしょ。あのぐらいでしょう。東成で

は。 

【永門委員】  いやスポーツセンターもある。 

【田中議長】  例えば、ここだけやなしに、大工とか畳屋さんとか、その辺まで手を伸

ばしてもらうとかね。 
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【鍋田委員】  そうそう。 

【池田委員】  そうですね。大きいスーパーなんかも。 

【永門委員】  買い物代行、いうたるけど。 

【田中議長】  スーパー、建築、電気。 

【永門委員】  介護に近いことやればいい。 

【大藪係長】  ご案内します。まだまだ意見交換が続いていると思うんですけれども、

ちょうど２０時２１分ぐらいになりましたので、そろそろ部会を終了したいと思います。 

 では、米原議長につきましては、前の座席のほうにお戻りいただけますでしょうか。 

【田中議長】  そんな程度でよろしいですか。もうあとは。 

【永門委員】  任せます。 

【末光委員】  個人的には何か金銭的なことよりも、子どもたちが、遊べるとか、ちゃ

んと育つような何かものが入ってたほうがいいのかなとは思いますけれど。次のときまで

に考えときます。 

【永門委員】  その前にこのアンケート答えなあかん。 

【末光委員】  そうね。 

【田中議長】  それが何か言うてくれないと、言わなあかん。 

【末光委員】  次のときにします。これじゃ、イメージが湧かん。 

【東方委員】  ０歳から５歳ぐらいまでの子どもが遊べるようなところがないかな。 

 

＜全体会議会議録に続く＞ 

 


